
 

 

 

 

                           名大単独研究用 

2026年 2 月 24 日作成 Ver.1 

 

研究課題名「レセプト・DPCデータによる地域診療データベースを用いた血友

病患者の診療実態調査研究」に関する情報公開 

１．研究の対象 

先行研究「レセプト情報・DPC データによる地域診療データベースを基盤とした疫学研

究（承認番号：2022-0203）」 にて確立した DPC 疫学データベースから、以下に該当

する患者様の情報を抽出して研究を実施します。 

・2012年 1月 1日～2029年 3月 31日までの期間で診療情報を登録されたかたのうち,  

入院時の病名に血友病と骨折の診断のある方 

・血友病に対する凝固因子補充療法が実施された方 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：愛知県・岐阜県を中心として他県に跨るリアルワールドエビデンス研究基盤

である「レセプト情報・DPCデータによる地域診療データベースを基盤とし

た疫学研究のデータベース（以下、DPC疫学データベース）を用いて血友病

の診療実態を把握した上で、代表的な日常生活動作の低下原因である骨折の

発症頻度、危険因子、骨粗鬆症療法の実施に関する診療実態等を明らかにす

ることです。 

研究方法：研究デザインは後向きコホート研究です。血友病患者の診療状況を明らかに

することを主要アウトカムとします。骨折発生率、併存疾患による骨折発生

リスクを副次アウトカムとします。曝露・予測因子としては骨粗鬆症治療薬

の併用、年齢、ADLなどの情報も収集します。また、血友病以外の骨折した患

者の情報を収集し、血友病患者の標準化罹患比を算出します。予想される結

果として血友病患者の骨折発生が高いことが考えられます。 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2033  年 3 月 31 日 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：DPCの入院時病名、血友病の治療歴、骨折、骨粗鬆症の治療歴 等 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

  連絡先： 

名古屋市昭和区鶴舞町 65  

0523-744-1908 

担当者：名古屋大学医学部附属病院整形外科 病院講師・寺部健哉 

 

研究責任者：名古屋大学医学部附属病院整形外科 病院講師・寺部健哉 


